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３/８ 判決報告集会（東京・連合会館）

７名の無罪判決が確定
コンプライアンス第２事件の７名

無罪判決が、検察の控訴断念で２月

20 日に確定した。これを受けて３

月８日、関西生コンを支援する会が

報告集会を開いた。

佐高信さん（評論家、支援する会

共同代表）の主催者あいさつにつづ

き、関西生コン弁護団の太田健義弁

護士が大津地裁一審判決（２月６日、

畑山靖裁判長）について報告した。

●「司法試験、落第のレベル」

太田弁護士は、今回の判決も建設現場のコンプライアンス活動を恐喝や威力業務妨害に該当す

るとして２名を有罪にしたこと、「些細な違反について繰り返し指摘した」と批難するが、何が

些細で、いつ繰り返したのかが不明であるなど、昨年３月の先行判決（第１事件）同様にひどい

判決だと指摘したうえで、組合活動としての正当性については今回も「恐喝の構成要件に該当す

るから違法性阻却の余地はない」としてまったく判断しておらず、「司法試験で落第するレベル

だ」と批判した。

●「誉められこそすれ逮捕されるような活動はしていない」

川上博之弁護士は「検察のキーワードは『上意下達』。関生支部のトップの意図は組織末端の

組合員まで周知されている、だからビラまきに短時間参加した組合員も共謀共同正犯という論理

を突き崩すことに注力した」と報告。

無罪となった関生支部執行委員の大原明さんは、「自分たちは阪神大震災以降、ゼネコンや生

コン業界の手抜き工事や品質不良を指摘して安全・安心な建物をと活動してきた。誉められこそ

すれ逮捕されるような活動はしていない」と発言した。

●国賠訴訟の口頭弁論、７月11日に

国賠訴訟担当の小川隆太郎弁護士は、「これだけの無罪判決がつづいていること自体、「関西

生コン事件」の異常さを示している。７月 11 日には久しぶりの国賠訴訟の口頭弁論が開かれる

ので、その点をしっかり主張していきたい」と話した。

また、全日建中央本部の小谷野毅書記長が刑事裁判全体の現状を報告（次ページ参照）。東京

地裁に提訴した中労委取消訴訟の問題点などを中心テーマに、６月 13 日に第５回検証シンポジ

ウムを開催予定だと報告した。

さらに、平賀雄次郎さん（全国一般全国協委員長）、津田光太郎さん（全自交労連書記次長）

から連帯発言を受け、全日建の菊池進委員長のお礼のあいさつで集会を終了した。

発行：全日建（全日本建設運輸連帯労働組合） お問い合わせ０３－５８３０－６４１８
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